
第
七
六
回
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　
　
祝
辞

　
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
元
旦
に
、
能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、
自
然
の
力
は
暴
力
的
で

あ
り
、
破
滅
的
な
能
登
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
震
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
、
あ
る
い
は
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
感
染
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
あ
る
い
は
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
お
け
る
戦
争
と
、

人
間
の
力
も
暴
力
的
で
あ
り
、
破
滅
的
な
姿
を
曝
し
て
お
り
ま
す
。
時
間
、
空
間
が
短
縮

さ
れ
、
網
の
目
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
、
こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
で
起
き
る

さ
さ
ざ
ま
な
事
象
は
、「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
」
で
も
、
そ
の
影
響
か
ら
逃
れ
出
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、、
宮
城
県
に
お
け
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
は
足
掛

け
四
年
ほ
ど
続
き
、
卒
業
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
は
、
中
学
校
、
高
等
学
校
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
を
受
け
、学
業
、学
内
行
事
に
十
全
と
取
り
組
め
な
い
時
期
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
昨
年
五
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類
に
移
行
し
、
だ
い
ぶ

落
ち
着
き
、
原
則
、
通
常
通
り
の
体
制
に
ほ
ぼ
戻
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

令
和
五
年
度
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
、
第
七
六
回
卒
業
生
に
対
す
る
卒
業
式
は
、
ご

父
兄
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
列
席
い
た
だ
き
、
こ
こ
講
堂
に
お
い
て
、
挙
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
幸
せ
な
こ
と
で
す
。「
あ
な
た
ふ
と 

あ
な
う
る
わ
し 

　
豊
栄
昇 

朝
日
の

御
影 

　
そ
の
か
げ
を 

　
し
る
し
と 

あ
ふ
ぐ
」
で
始
ま
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
校
歌
斉
唱

を
直
に
聞
け
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　
栄
え
あ
る
今
日
を
迎
え
た
卒
業
生
は
、

男
子
一
六
二
名
、
女
子
一
五
〇
名
、
合
計
三
一
二
名
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。



　
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
千
秋
の
思
い
出
で
今
日
を
待
っ
て
お
ら
れ
た
ご
父
兄

の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
も
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
正
面
正
門
か
ら
校
舎
を
仰
ぎ
見
る
と
、
玄
関
前フ

ァ
サ
ー
ド

面
壁
に
、
レ
リ
ー
フ
の
校
章
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
、
仙
台
二
中
開
校
四
年
目
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
、

徽
章
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
校
章
の
八
方
に
放
た
れ
た
放
射
光
は
、
日
光
で
あ
り
ま
す
。
芭

蕉
の
『
奥
の
細
道
』
を
ひ
も
と
く
と
、
日
光
山
詣
の
際註

１

「
あ
な
た
ふ
と
青あ

お
ば葉

若わ
か
ば葉

の
日ひ

の

光ひ
か
り」

と
い
う
句
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
太
陽
は
、
日ひ

の
本も

と

に
生
活
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ

の
み
な
ら
ず
、
取
り
囲
む
自
然
を
照
ら
し
出
し
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
森
羅
万
象
に
与

え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
当
時
の
笹
倉
新
治
二
代
目
校
長
は
、
太
陽
礼
賛
者
で
あ

り
、太
陽
に
な
ぞ
ら
う
人
倫
を
解
き
、八
方
に
放
た
れ
た
放
射
光
は
、そ
れ
ぞ
れ「
正
義
」「
自

由
」「
剛
健
」「
質
実
」「
平
和
」「
友
愛
」「
協
同
」「
自
治
」
を
象シ

ン
ボ
ル徴
し
て
い
る
と
、
生
徒

に
説
明
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
二
高
生
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
建
学
の
精

神
は
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
入
学
し
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
の
五
年
次
に
仙
台
二

中
を
中
途
退
学
し
、
海
軍
兵
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
に
、
笹
倉
校
長
の
薫
陶
を
受
け
た
井

上
成し

げ
よ
し美
が
お
り
ま
し
た
。
井
上
成し

げ
よ
し美
は
、
順
調
に
海
軍
の
将
校
と
し
て
の
階
段
を
登
り
、　

昭
和
十
六
（
一
九
四
〇
）
年
一
月
、
海
軍
中
将
と
し
て
五
十
一
歳
で
航
空
本
部
長
に
な
り
ま

し
た
。
日
米
開
戦
の
一
年
前
で
す
。
無
謀
な
欧
米
と
の
開
戦
を
諌
め
な
が
ら
も
、
大
艦
巨

砲
主
義
を
廃
し
、海
軍
の
空
軍
化
を
目
指
す
「
新
軍
備
計
画
論
」
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
海
軍
兵
学
校
の
校
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
あ
る
教
官

が
「
敵
性
語
で
あ
る
英
語
を
入
学
試
験
に
使
う
の
は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
「
外
国



語
も
わ
か
ら
な
い
で
戦
争
が
勝
て
る
か
」
と
一
喝
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
英
英
辞

典
の
使
用
を
推
奨
し
、
英
語
と
数
学
の
教
育
に
力
を
入
れ
、
卒
業
後
す
ぐ
に
役
立
つ
よ
う

な
丁
稚
教
育
を
排
し
、
将
来
大
木
に
育
つ
学
士
教
育
を
実
行
し
ま
し
た
。

　
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
八
月
、
海
軍
次
官
就
任
後
直
ち
に
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
情
勢
を

分
析
し
て
出
た
結
論
は
「
戦
争
終
結
」
で
あ
り
、
終
戦
工
作
に
着
手
し
ま
し
た
。
井
上

成し
げ
よ
し美

の
部
下
で
あ
っ
た
高
木
惣
吉
少
将
は
、戦
後
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
…
…
…

井
上
（
成
美
）
大
将
は
、
私
が
（
終
戦
工
作
の
）
功
労
者
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

以
前
述
べ
た
如
く
、
私
は
お
使
い
小
僧
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
米
内
（
光
政
、
海
軍
大
臣
）、

井
上
（
成
美
、
海
軍
省
次
官
）
両
上
司
の
考
え
を
関
係
要
所
に
浸
透
さ
せ
る
の
が
私
の
任
務
で

し
た
。
…
…
…
井
上
次
官
は
自
ら
外
部
の
嫌
な
奴
ら
と
接
触
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
私
に

功
を
譲
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
米
内
さ
ん
は
志
正
し
く
も
節
堅
き
も
弁
舌
が
下
手
で

説
得
力
が
な
く
、
井
上
さ
ん
の
政
宗
の
よ
う
な
切
れ
味
の
腕
前
で
終
戦
の
大
事
の
緒
に
就

い
た
と
思
い
ま
す
。」

　
無
条
件
降
伏
し
た
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
一
五
日
に
は
、海
軍
大
将
で
し
た
が
、

ま
も
な
く
横
須
賀
の
山
奥
の
長
井
に
隠
栖
し
、
近
所
の
子
供
た
ち
に
英
語
を
教
え
て
、
清

貧
な
生
活
を
続
け
ま
し
た
。「
先
見
開
明
の
人
」
井
上
成し

げ
よ
し美

は
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

一
二
月
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
一
一
月
三
日
に
、
個
人
の
尊
厳
を
基
本
原
理
と
す
る
日
本
国

憲
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
十
四
条
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平

等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分 

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経

済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」
と
成
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

宮
城
県
で
も
、「
男
女
同
権
」
は
も
と
よ
り
、
本
学
で
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
に

男
女
共
学
に
な
り
、十
八
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
高
校
に
お
け
る
「
男
女
共
学
」
も
、



社
会
通
念
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
政
治
、経
済
、法
律
、生
活
、文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
が
、互
い
に
密
接
に
つ
な
が
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
地
球
社
会
」
の
構
造
的
変
容
に
対
応
し
た
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
日
本
列
島
、
東
北
、
仙
台
と
い
う
「
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
社
会
」
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
地
球
社
会
」
と
の
協
働
に
よ
る
理
想
的
な
形
態
を
実
現
す
る
の
は
、
こ
こ
に
に
列
席
し

て
い
る
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
人
ひ
と
り
の
若
人
の
、
多
様
性
に
満
ち
た
生
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
宮
城
県
仙
台
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご
卒
業
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
本
来
の
真
の
自
己
探
求
に
励
み
、
ま
わ
り
の
人
々
の
心
身
の
痛
み
に
心

を
寄
せ
、
和
ら
げ
よ
う
と
励
み
、
ひ
い
て
は
未
来
の
地
球
社
会
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
う

る
人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
、
祈
念
し
、
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
一
日
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